
                        ２０１３年２月７日 

第４回知の市場年次大会 

 

東京・丸の内 知の市場 

開講機関：日本リファイン株式会社 

日本リファイン株式会社 

人事総務課 吉田一富 

１．開講の趣旨 

化学物質管理・産業安全の考察を深め、化学産業界リーダーの育成を目指し、産業の 

安全を願い本講座の主旨を社会に広めるべく、企業としての社会貢献の一つとして協力。 

２０１３年度 前期・後期 開講機関として 各分野の講師をお招きし開催いたします。 

 

２．２０１３年度の開講内容 

場所：日本リファイン株式会社 ／ 東京・丸の内 知の市場 

≪前期≫ 

ＥＴ１３３ 化学物質総合経営概論 

連携機関 

化学生物総合管理学会 

 

 

≪後期≫ 

ＥＴ４７１ 産業安全論 

連携機関 

社会技術革新学会/石油化学工業協会 

 

３．２０１２年度の開講実績 

 

2012前 ΕΤ515 : 社会技術革新学事例研究1 

日本リファイン／社会技術革新学会 

場所  ΤΚΠ東京駅八重洲カンファレンスセンター 

1 : 登場 

2 : 現在 

3 : 将来 

4 : 正極材料  Ｃο系、Νι 系など層状化合物 

5 : 負極材料 炭素系 

6 : 電解液 

7 : セパレーター 

8 : バインダー 



9 : ポリマー電池 （ゲル、純正ポリマー、無機固体） 

10 : 正極材料 ＬＥＰ、表面改質系など 

11: 

12 : 電気自動車（ＥⅤ） への展開 

13 : セルのリスクと安全対策 

14 : バインダー溶剤のリサイクル 

15 : 負極材料 Ｓι系、Ｓｎ系、ＬＴＯ など 

 

2012後 ΕΤ471 : 産業安全論 

社会技術革新学会 

日本リファイン／石油化学工業協会／場所 日本リファイン 大会議室 

1 : 安全の基本 

2 : 産業における安全問題と要因（１） 

3 : 産業における安全問題と要因（２） 

4 : 産業における安全問題の背景 

5 : 安全文化を考慮した産業保安 

6 : 現場力の強化 

7 : 産業安全に向けての産業界の取り組み（１） 

8 : 産業安全に向けての産業界の取り組み（２） 

9 : 産業安全に向けての産業界の取り組み（３） 

10 : 安全学・安全工学の体系化と社会貢献および社会における安全環境の構築 

11 : 家庭教育からはじまる体系的な安全教育プログラムの構築と実践 

12 : 産業界における安全教育・啓発と共有化（１） 

13 : 産業界における安全教育・啓発と共有化（２） 

14 : 「産業と安全～安全な社会の構築に向けて～」総合討論（１） 

15 : 「産業と安全～安全な社会の構築に向けて～」総合討論（２） 

 


